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禁 無断複写・転載2024年度 (令和6年度) 税制改正解説速 報

エンジェル税制の拡充

1．改正の概要

（1）趣旨

２．適用時期

３．今後の注目点

（2）内容

スタートアップに対する個人からの資金供給を促す観点から、2023（令和5）年度税制改正において拡充さ

れたエンジェル税制について、2024（令和6）年度改正では利便性を向上するための改正にとどまった。

本制度の課題である、株式譲渡益の発生年に投資を行う必要がある点については、今年度では改正されず

2025（令和7）年度税制改正において引き続き検討されることが大綱に明記された。

大綱の段階では不明

 「一定のストック・オプション」、「一定の信託」の具体的範囲を確認する必要がある。

 前提となる中小企業等経営強化法施行規則の改正内容を確認する必要がある。

 譲渡所得の特例について、投資方法に以下が追加される。

・一定のストック・オプションの行使により直接投資※

・一定の信託を通じて株式を取得

 寄付金控除について、スタートップ側の確認手続き上、

一定の書類の申請書への添付が不要となる。

〈エンジェル税制の適用となる投資方法〉

（出典：経済産業省エンジェル税制申請ガイドラインより）

※ 改正前も税制非適格ストック・オプションは特例対象（一定の要件あり）
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